
東中学校の皆さんが育てたノースポールのプランターを、「花いっぱい運動」の 

一環として、地域貢献のためふれあいセンターに飾ってくれことになりました。 

ちょっとしたボランティアとして一緒にお花の世話をしませんか？ 

ご連絡をお待ちしています。 

 

期日：１月下旬～４月下旬の平日 8：30～17：15 でご都合の良い時間 

   あたたかい日や１回きりの参加でも構いません。 

内容：お花の水やりボランティア 

場所：東金市ふれあいセンター 
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師走にしては暖かで穏やかな冬晴れの１２月３日（日）

に開催しました。４年振りにふれあいセンターでの開催。

障害者週間に関連するイベントとして始まって１５回を

数えます。 

今年は２９名の方がボランティアとして、障がい者ボ

ランティアグループのお手伝いや受付、駐車場案内と整

理、ステージの司会や音響、とっちー補助など、様々な

役割を担って盛り上げてくれました。 

来場者は３６１名。お土産の丸餅、クイズに答えて豪

華な（？）賞品を手にして、楽しんでいました。 

 

第１５回東金チャレンジドフェスタ  
～大丈夫？ その一言がまほうのことば～   

 

ボランティアの皆様、朝早くか

ら最後まで、本当にありがとう

ございました！ 

〇参加者、来場者ともに様々な年齢の方でびっくり！とっちーをサポートして楽しんでもらおう！！

と頑張って楽しかったです（N さん） 

○スタッフが手順を丁寧に教えてくれたのでスムーズに手伝えた。ステージ前のお店だったのでステ

ージでの演目がよく見えて、日頃の練習の成果を発揮されて、どれも素晴らしいもので感動でした。 

             （Ｉさん） 

○初めての参加でした。様々な団体が、障がいのある・なしに関わらず一堂に会して、「いろんな人が

いるってすてきだな、いろんなことをお互いに学び合っているんだな」と思いました。チャレンジド

フェスタという場にいるだけで、大事な事に気付かされた気がしました。（Ｈさん）  

○「行ってＱイズ」受付の最後のクイズの答えが、手話の「ありがとう」にはとても感動しました。手

話も覚えられたし、車いすや、ガイドヘルプの事もわかってよかったです。（T 夫妻） 

 

ボランティアとして参加してくださった方に 
感想を伺いました！ 

ボラセンは、車いす体験と高

齢者疑似体験を行いました 

ボランティア募集（プランターのお世話係） 
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 みなさんのご協力により車いすを 3 台 

購入しました。 

プルタブや古切手、使用済テレホンカー 

ドを皆さんに届けていただき、換金したお 

金で購入することが出来ました。 

ボランティア・市民活動センターでは引き続き収集や切手整

理などの「ちょボラ」をしていただける方を募っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

「ボラセンだより」へのご意見

やご感想をぜひお聞かせくださ

い。 

ボランティア活動の紹介や 

講座など、皆さまから 

の原稿もお待ちして 

います。 

 感想やおたよりは 

メールでも OK！ 

 

 

ちょボラで車いすを購入！！ 

１２月８日（金）に国際交流会を開催しました。 

東金ＩＶＣ日本語教室、東金国際交流協会、行川ゆき子さん、林

美樹さんの協力をいただき、外国籍の方１０名、日本国籍の方１０

名、１歳から７０余歳の方までバラエティーに富んだ顔ぶれにな

りました。 

希望者には和服を着付け、和の雰囲気を感じてもらいながら、東

金クイズ、自己紹介、そしてお茶とお菓子でまったりとしながら、

お国自慢の食べ物や、東金での暮らしのことなど、身振り手振りも

混ぜながら話に花が咲きました。 
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１１月１７日（金）、終活カウンセラー協会認定終活講師 荻野 

明美氏を講師に迎え、定員を増員して３０名の参加で開催しまし

た。自分の生い立ち、家族、仕事、趣味など自分に関して見つめな

おして整理。自分の財産関係の情報確認。これからの自分の生き方

について、少しずつステップを踏んで整理し、これからをよりよく

生きていくための目標を考えました。 

本講座をきっかけに、数名の方にボランティアセンターへの登録

をいただき、早速チャレンジドフェスタで活躍頂きました！ 

 

「自分史を考えよう！～エンディングノートが自分を見つめなおすきっかけに～」 

 

 

国際交流会 ～日本を、東金を、知って体験して楽しもう！～ 

楽しく交流が出来ました 

点字の読み方を 

教えてもらいました 

車いすの操作を覚えました 

  

今年度は 12 月までに、豊成小学校、東小学校で福祉教

育を行いました。児童たちは真剣に話を聞いて、体験では

相手に気づかいをしながら、車いすを動かしたり、障がい

者の歩行のサポートをしていました。 

 授業には障がい団体、当該学校区の地区社協、高齢者施

設の職員さんなどにボランティアとしてご協力いただきま

した。ありがとうございました。 

ボランティアセンターでは、学校だけでなく、地区や会

社などでの福祉に関する勉強会などのお手伝いもできます

のでご相談ください。 

福祉教育に協力しました！ 

これからをよりよく生きるために 


